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一度立ち止まる時期では

札幌市医師会
おおきな木ホームクリニック

関
せ き

根
ね

　　徹
とおる

　2022年末よりコロナ感染者が急増し、「コロナ死

者数が最多」というニュースが更新され続けた。犠

牲になっているのは主に高齢者である。３回目接種

率を優に90％を超えている高齢者において、しかも

（いつのまにか）追加接種率が世界一位になってい

る日本において、感染者が爆発的に増え、結局コロ

ナ感染をきっかけに死亡者（主に高齢者）が増えて

いるのである。「ワクチンは切り札」と言われてき

たことは本当なのだろうか。

　ワクチンは健康な人に打つものであるから、副作

用は最小限でなければならないし、ワクチンの意義

はその感染症を防ぐ、あるいは重症化を防ぐだけで

はなく、最終的には健康を維持し「その人の寿命を

全うさせる」こともある。感染症だけをみていれば

良いというわけではないのである。しかし蓋を開け

てみれば、追加接種しても結局は「コロナ死が最多」

「感染者急増」なのである。

　厚労省は突然感染者接種歴の公表をやめたため、

我々一般国民は正確なデータすら教えてもらえず自

分で考察することもできなくなってしまった。全員

の接種歴がわからずとも、わかる範囲で公表するだ

けでもそれなりの利用価値のあるデータになると思

われるが。

　海外の有名科学誌・メディアだけでなく、日本の

某有名週刊誌および一部メディアもついにワクチン

の負の部分について報道し始めた。特に、「３回以

上接種した人の方が未接種者より感染率が高くな

る」と、「Nature」や「Cell」に掲載された論文を

元に米国紙の「ウォール・ストリート・ジャーナル」

で紹介された。またウイルス学の世界的権威である

ポール・オフィット氏（FDAワクチン諮問委員会

のメンバーでもある）も、米国「TIME」誌におい

て「追加接種することは負けゲーム」と表現し、さ

らにNEJMにおいても抗原原罪の問題に触れ「ブー

スター接種を再考する時期がきた」と述べている。

しかし未だに、特に日本においてはワクチンに慎重

である立場を取ることは変態扱いである。当初から

慎重論を唱えていた者は、超変態扱い、異常者扱い、

陰謀論者扱いされてきた。議論をすることすらでき

ないことが続いているのである。

　実臨床をおこなっていると、世間でワクチン接種

が始まってから、原因不明の湿疹、突然の脳卒中、

歩行障害などの神経障害、急激な認知機能低下、急

速な癌の進行、血圧上昇、不整脈などの心臓循環器

疾患、あるいは死亡も、例年に比べて増えているこ

とを実感する。若年者においても、学校に行けなく

なった子供たちも複数いる。接種後に起きた不調に

よって病院を受診しても異常なしとされ、複数の診

療科をたらい回しにされたあげく、最終的には心の

問題とされて精神科受診を勧められ、さらに患者さ

んを傷つける、という事態も起きている。

　得体の知れない感染症という恐怖からワクチン接

種が強く推奨され、普段ワクチン接種業務をしてい

ない医師や、ワクチン接種とはほど遠い診療科の医

師までもワクチン接種業務をおこなってきた。「ワ

クチン」についてどこまで知っているのであろうか。

ワクチンといえど立派な医療行為である。自分がお

こなった医療行為で問題が起きた場合、責任を取る

覚悟でおこなっているのだろうか。人類史上初めて

のワクチンであり、副作用に対してどう対応するか

未知なのにである。

　ウイルスを地球上から撲滅することなんてできる

わけがないのである。最初から共存の道を探るしか

ないのである。当初「ワクチンがすべて解決する」

という風潮で接種が強く推奨されていたが、癌です

ら克服できていない現代医学において、ワクチンが

すべてを解決するというのはあまりにもおごり高ぶ

りすぎた考えではないだろうか。

　またワクチン接種によって「集団免疫」を獲得し

コロナを克服するとも説明されていた。果たして、

ワクチン接種によって集団免疫は本当に得られたの

だろうか？　３回目、４回目接種をしても、道内の

病院で100人～ 200人規模のクラスターが起きてい

たが。そしてさらに世間では「死亡者が最多」であ

るが。いつの間にかメディアに出ている専門家の口

からは「集団免疫」という言葉は聞くことはなくなっ

た。

　現在厚労省には1,900件以上の接種後死亡が報告

されている。ほぼすべてが「評価不能」の判定であり、

病理解剖されたケースですらすべて因果関係は認め

られていない。まるで科学が完全否定されているよ

うである。原稿を書いている１月25日時点で報告さ

れている接種後死亡は1,967件、うち因果関係が否

定されたケースはたったの11件であり、残りの1,900

件以上は「評価不能」の判定で宙に浮いたままであ

る。つまり白とも黒とも判断されていない。しかし

ワクチン接種後死亡がここまで報告されたことは人

類史上これまでになかったことであり、ワクチン推

奨の立場である医師もこの現実に目をつぶってばか

りではいけないのではないだろうか。　　　　

　いささか遅すぎる感もあるが、一度立ち止まって

再考する時期ではないかと思う。


